


























〈安中製錬所〉〒379−0197 群馬県安中市中宿1443
〈本　　　社〉〒100−8207 東京都千代田区丸の内1−8−2 鉃鋼ビルディング6F

http://www.toho-zinc.co.jp/ 

安中製錬所

当社は1937年（昭和12年）の創業時から非鉄金属の中でも亜鉛にこだわり、豊かな暮らしに欠かせない亜鉛製品を通じて
社会に貢献してきました。国内シェアの約20%を占める当社は、鉱山開発から金属製錬まで一貫して手掛けるメーカーとして
亜鉛製品の安定供給体制を確保しています。	
当社の主力工場である安中製錬所（群馬県）では、国内最新鋭の電解設備を導入し、お客様に高品質の亜鉛製品を提供しています。
これからも亜鉛のリーディングカンパニーとして、環境に優しいものづくりを継続して参ります。

安中製錬所からの景色 標高115メートルの高さにある排気塔

輸入された精鉱は小名浜港で荷揚げし、当社の小名浜製錬所へダ
ンプ運搬されます。タンク型のコタキ車は、その精鉱を焙焼（前処
理）し、焼鉱となった状態で安中製錬所へ運搬するために使用して
います。12輌/日の連結で運行し安中製錬所到着日に荷卸ろしを
完了させ、その日のうちに小名浜製錬所へ返送されます。

当社は亜鉛製錬の原料を小名浜製錬所（福島県）から安中製錬所へ専用貨物列車で運搬しており、
通称「安中貨物」と呼ばれています。
安中貨物は操業に必要な大量の原料を輸送するためになくてはならない大動脈です。
通常編成は「コタキ12輌+オトキ6輌/日」で、製錬所の定期修理期間を除いてほぼ毎日運行しています。

見晴らしが良く、天気が良いと群馬県庁が見えます。

箱型のオトキ車は、小名浜製錬所へ運搬された精鉱を社
内専用ホームにてそのまま精鉱の状態で積込み、安中製
錬所へ発送します。6輌/日の連結で運行し、こちらは安
中到着日の翌日に荷卸ろしを行い、小名浜製錬所へ返送
されます。

安中製錬所のシンボルとなっています。

コタキ車（1200型） オトキ車（25000型）
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